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SolidFire クラスタ内のストレージノードの交換
CPU 障害、放射性カードの問題、その他のマザーボードの問題、または電源が入らない
場合は、ストレージノードを交換する必要があります。手順は、 H410S ストレージノー
ドに適用されます。
開始する前に
• ストレージノードに障害が発生していることを確認しました。
• 交換用のストレージノードがある。
• 静電放電（ESD）リストバンドを装着するか、静電気防止処置を行っておきます。
• ストレージノードに接続されている各ケーブルにラベルを付けました。
タスク概要
NetApp Element Software UI のアラームは、ストレージノードに障害が発生した場合に警
告します。NetApp Elementソフトウェアノードのシリアル番号（サービスタグ）を取得す
るには、 NetApp Element ソフトウェアの UI を使用する必要があります。この情報は、ク
ラスタ内の障害ノードを特定するために必要です。
次の図は、 4 つのストレージノードを備えた 2 つのラックユニット（ 2U ） 4 ノードシャ
ーシの背面を示しています。

クラスタ内のストレージノードを交換する準備をしています
交換用ノードをインストールする前に、障害が発生したストレージノードを NetApp
Element Software UI のクラスタから正しく削除する必要があります。これは、サービスを
中断することなく実行できます。障害がElement発生したストレージノードのシリアル番
号は、エレメント UI から取得し、ノードの背面にあるステッカーに記載されているシリ
アル番号と一致させる必要があります。
タスク概要

手順
1. エレメント UI でCluster > Drives、を選択します。
2. 次のいずれかの方法で、ノードからドライブを取り外します。

オプション 手順

ドライブを個別に削除する 1. Actions削除するドライブをクリックします。
2. Removeをクリックします。

複数のドライブを削除する 1. 削除するドライブをすべて選択しBulk Actions、をクリックします。
2. Removeをクリックします。

3. Cluster > Nodesをクリックします。
4. 障害が発生したノードのシリアル番号（サービスタグ）を書き留めます。シャーシに
記載されているシリアル番号を、ノード背面のステッカーに記載されているシリアル
番号と一致させていただきます。
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5. シリアル番号を書き留めたら、次の手順に従ってクラスタからノードを削除します。
1. Actions削除するノードのボタンをクリックします。
2. Removeをクリックします。

シャーシ内のストレージノードの交換
NetApp Element ソフトウェアの UI を使用して障害の発生したノードをクラスタから削除
すると、シャーシからノードを物理的に取り外す準備が整います。交換用ノードは、障害
の発生したノードを取り外したシャーシの同じスロットに取り付ける必要があります。
開始する前に
• 静電放電（ESD）リストバンドを装着するか、静電気防止処置を行っておきます。
• 交換用のストレージノードがある。
• シャーシ内Elementの障害のあるノードを識別するには、ノードの背面にあるシリアル
番号と、要素 UI から書き留めたシリアル番号を照合します。

手順
1. 作業を進める前に、静電気防止剤を着用して
2. 新しいストレージノードを開梱し、シャーシの近くの平らな場所に置きます。

障害の発生したノードをネットアップに返却する際は、梱包材を保管しておいてくだ
さい。

3. 取り外すストレージノードの背面に挿入されている各ケーブルにラベルを付けます。
新しいストレージノードを取り付けたら、ケーブルを元のポートに挿入する必要があ
ります。
次の図に、ストレージノードの背面を示します。

ポート 詳細

ポートA 1/10 GbE RJ45 ポート

ポートB 1/10 GbE RJ45 ポート

ポートC 10/25GbE SFP+ または SFP 28 ポート

ポートD 10/25GbE SFP+ または SFP 28 ポート

IPMI 1/10 GbE RJ45 ポート

4. ストレージノードからすべてのケーブルを外します。
5. ノードの右側にある CAM ハンドルを引き下げ、両方の CAM ハンドルを使用してノ

ードを引き出します。
プルダウンした CAM ハンドルには、移動する方向を示す矢印が付いています。もう
一方の CAM ハンドルは移動せず、ノードを引き出すのに役立ちます。
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1
CAM ハンドル。ノードを引き出すのに役立ちま
す

2
ノードを引き出す前にプルダウンする CAM ハン
ドル

注 : シャーシから引き出すときは、両手でノードを支えてください。
6. ノードを水平な面に配置します。

ノードをパッケージ化し、ネットアップに返却する必要があります。
7. 交換用ノードを、ノードを取り付けるシャーシのスロットに合わせます。
8. カチッという音がするまで、ノードを押し込みます。

注意 : ノードをシャーシにスライドさせるとき
は、力を入れすぎないように注意してくださ
い。

9. ケーブルを最初に取り外したポートに再接続します。
ケーブルを外すときにケーブルに貼付されていたラベルが、ガイドの参考になりま
す。

注意 :

• シャーシ背面の通気口がケーブルやラベル
で塞がれていると、過熱によってコンポー
ネントで早期に障害が発生する可能性があ
ります。

• ケーブルをポートに無理に押し込まないで
ください。ケーブル、ポート、またはその
両方が損傷することがあります。

ヒント : 交換用ノードが、シャーシ内の他のノードと同じ方法でケーブル接続され
ていることを確認します。

10. ノードの前面にあるボタンを押して、電源を入れます。
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クラスタへのストレージノードの追加
クラスタにノードを追加したり、既存のノードに新しいドライブを設置すると、ドライブ
が自動的に使用可能ドライブとして登録されます。クラスタに参加するにElementは、エ
レメント UI または API を使用してドライブをクラスタに追加する必要があります。
タスク概要
クラスタ内の各ノードは、互換性のあるソフトウェア バージョンを実行している必要が
あります。クラスタにノードを追加すると、必要に応じて新しいノードにElementソフト
ウェアのクラスタ バージョンがインストールされます。
手順
1. Cluster > Nodesの順に選択します。
2. Pendingクリックすると、保留中のノードのリストが表示されます。
3. 次のいずれかを実行します。

• 個Actions々のノードを追加するには、追加するノードのアイコンをクリックしま
す。

• 複数のノードBulk Actionsを追加するには、追加するノードのチェックボックスを
オンにしてから、
注 : 追加するノードのElementソフトウェアのバージョンがクラスタで実行されてい
るバージョンと異なる場合は、クラスタ マスターで実行されているElementソフトウ
ェアのバージョンに非同期的に更新されます。更新されたノードは、自動的にクラ
スタに追加されます。この非同期プロセスの実行中、ノードの状態はpendingActive
になります。

4. Addをクリックします。
ノードがアクティブなノードのリストに表示されます。

5. Element UI からCluster > Drivesを選択します。
6. クリックAvailableすると、使用可能なドライブのリストが表示されます。
7. 次のいずれかを実行します。

• 個ActionsAdd々のドライブを追加するには、追加するドライブのアイコンをクリッ
クし、をクリックします。

• 複数のドライブを追加するBulk ActionsAddには、追加するドライブのチェックボ
ックスをオンにし、をクリックして、をクリックします。
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製品マニュアルとその他の情報の参照先
NetApp HCIとSolidFireオールフラッシュ ストレージについてより詳しい使用および管理
方法を知りたい場合は、それぞれの製品のドキュメント センターとリソース ページにあ
る情報を参照してください。
ドキュメント センターでは、ハードウェアの設置とメンテナンスに関する情報、利用可
能なその他のコンテンツ、既知の問題と解決済みの問題へのリンク、および最新のリリー
ス ノートも参照できます。リソース ページには、データ シート、テクニカル レポート、
ホワイトペーパー、およびビデオへのリンクが掲載されています。
• NetApp HCI のマニュアル
• NetApp HCIドキュメント センター
• NetApp HCIのリソース ページ
• SolidFire および Element 12.0 ドキュメンテーションセンター
• SolidFire および Element 11.8 ドキュメンテーションセンター
• SolidFire / Element 11.7ドキュメント センター
• SolidFire / Element 11.5ドキュメント センター
• SolidFire / Element 11.3ドキュメント センター
• SolidFireのリソース ページ
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https://docs.netapp.com/us-en/hci/
http://docs.netapp.com/hci/index.jsp
https://www.netapp.com/us/documentation/hci.aspx
http://docs.netapp.com/sfe-120/index.jsp
http://docs.netapp.com/sfe-118/index.jsp
http://docs.netapp.com/sfe-117/index.jsp
http://docs.netapp.com/sfe-115/index.jsp
http://docs.netapp.com/sfe-113/index.jsp
https://www.netapp.com/us/documentation/solidfire.aspx


ネットアップ サポートへの問い合わせ
ネットアップ製品に関するサポートのご依頼、ご意見やご要望については、ネットアップ
サポートまでお問い合わせください。
• Web：mysupport.netapp.com
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商標に関する情報
NetApp、NetAppのロゴ、ネットアップの商標一覧のページに記載されているマークは、
NetApp, Inc.の商標です。その他の会社名と製品名は、それを所有する各社の商標である
場合があります。
http://www.netapp.com/jp/legal/netapptmlist.aspx
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マニュアルの更新について
弊社では、マニュアルの品質を向上していくため、皆様からのフィードバックをお寄せい
ただく専用のEメール アドレスを用意しています。また、GA/FCS版の製品マニュアルの
初回リリース時や既存マニュアルへの重要な変更があった場合にご案内させていただく
Twitterアカウントもあります。
本マニュアルの改善についてご提案がある場合は、次のアドレスまでコメントをEメール
でお送りください。
ng-gpso-jp-documents@netapp.com

その際、担当部署で適切に対応させていただくため、製品名、バージョン、オペレーティ
ング システム、弊社営業担当者または代理店の情報を必ず入れてください。
GA/FCS版の製品マニュアルの初回リリース時や既存マニュアルへの重要な変更があった
場合のご案内を希望される場合は、Twitterアカウント@NetAppDocをフォローしてくださ
い。
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